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カ
ト
レ
ア
、
デ
ン
ド
ロ
ビ
ウ
ム
、
胡
蝶

蘭
な
ど
の
栽
培
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
方

は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、

比
較
的
栽
培
が
容
易
で
開
花
期
間
の
長
い

胡
蝶
蘭
が
好
き
で
集
め
て
い
る
。
長
い
冬

を
終
え
、
５
月
中
旬
に
胡
蝶
蘭
を
屋
外
に

出
し
栽
培
を
開
始
す
る
と
、
毎
年
の
よ
う

に
新
葉
や
根
が
か
じ
ら
れ
る
。
慌
て
て
鉢

底
の
裏
側
を
見
る
と
薄
い
ク
リ
ー
ム
色
を

し
た
ナ
メ
ク
ジ
が
い
る
。

　

鉢
底
に
い
る
ナ
メ
ク
ジ
の
体
色
に
は
、

ク
リ
ー
ム
色
や
、
や
や
褐
色
を
帯
び
た
も

の
か
ら
、
汚
れ
た
オ
レ
ン
ジ
色
の
も
の
ま

で
あ
る
が
、
こ
げ
茶
色
の
縦
縞
の
あ
る
も

の
と
、
こ
の
種
よ
り
軟
体
部
が
や
や
白
色

で
縦
縞
が
見
ら
れ
な
い
種
類
が
い
る
。
こ

の
２
種
類
は
ど
ち
ら
も
和
名
で
チ
ャ
コ
ウ

ラ
ナ
メ
ク
ジ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
一

般
に
背
に
一
対
の
褐
色
‐
暗
褐
色
の
縦
縞

を
持
つ
個
体
はLehm

annia valentiana

。

体
色
が
淡
い
ク
リ
ー
ム
色
で
あ
っ
た
り
、

そ
れ
よ
り
も
白
味
を
お
び
た
り
し
て
い
る

個
体
はLe. m

arginata

で
あ
る
。（
生
殖

器
の
一
部
で
あ
る
鞭
状
器
や
受
精
嚢
の
形

体
で
分
類
で
き
る
が
、
外
見
で
は
難
し
い

個
体
も
あ
る
）。

Le. m
arginata

は
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
生

息
し
て
お
り
、Le. valentiana

は
、
飛
び

石
的
に
分
布
し
て
い
る
。

チャコウラナメクジ
Le. Marginata

チャコウラナメクジ
Le.valentiana

Le. m
arginata 

は
１
９
５
５
年
（
昭
和

30
年
）
和
歌
山
県
白
浜
で
発
見
さ
れ
、
瞬

く
間
に
全
国
に
広
が
っ
た
。
新
潟
県
内
に

移
入
し
た
年
度
は
調
査
資
料
が
無
く
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
１
９
７
０
年
に
は
県
下

一
円
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の

後
い
つ
の
間
に
か
人
家
周
辺
や
農
地
は
、

Le.valentiana

に
置
き
換
わ
っ
て
い
た
。

２
０
２
０
年
の
調
査
で
は
、
新
潟
市
、
長

岡
市
、
糸
魚
川
市
な
ど
で
再
びLe. m

argi
nata

が
人
家
周
辺
や
農
地
で
圧
倒
的
に
多

く
、
優
勢
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
こ
れ
ら
の
種
の
他
に
、
県
内
で
は
昭

和
初
年
度
ご
ろ
に
、
キ
イ
ロ
ナ
メ
ク
ジ
が

人
家
の
台
所
な
ど
で
駆
除
に
困
る
ほ
ど
多

発
し
て
い
た
が
、
チ
ャ
コ
ウ
ラ
ナ
メ
ク
ジ

の
勢
力
が
増
す
に
つ
れ
衰
退
し
、
今
日
で

マスク着用で自然観察（2021.４.24春の里山に親しむ会）
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は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
一
昨
年
軟
体

部
が
黒
色
の
ノ
ハ
ラ
ナ
メ
ク
ジ
が
連
続
し

て
転
作
し
て
い
る
水
田
で
大
発
生
し
た
り
、

今
年
に
な
っ
て
長
岡
市
で
マ
ダ
ラ
コ
ウ
ラ

ナ
メ
ク
ジ
も
新
た
に
確
認
さ
れ
た
り
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
外
来
種
で

人
家
周
辺
な
ど
人
為
的
影
響
の
強
い
場
所

に
生
息
す
る
。（
人
家
周
辺
に
は
も
う
一

種
、
淡
い
青
褐
色
の
在
来
種
の
ナ
メ
ク
シ

が
い
る
）。
こ
れ
ら
の
種
は
、
山
野
に
は

入
ら
な
い
。
山
野
に
は
、
10
㎝
を
越
え
る

巨
大
な
ヤ
マ
ナ
メ
ク
ジ
（
ダ
イ
セ
ン
ヤ
マ

ナ
メ
ク
ジ
を
含
む
）
や
、
オ
レ
ン
ジ
色
を

し
た
長
岡
市
が
模
式
産
地
の
ハ
ナ
タ
テ
ヤ

マ
ナ
メ
ク
ジ
、
青
黒
色
の
準
絶
滅
危
惧
種

に
指
定
さ
れ
て
い
る
ヤ
マ
コ
ウ
ラ
ナ
メ
ク

ジ
、
褐
色
で
黒
斑
の
あ
る
オ
オ
コ
ウ
ラ
ナ

メ
ク
ジ
が
生
息
し
、
人
家
周
辺
に
は
現
れ

る
こ
と
は
な
い
。

大熊理事「土木学会功績賞」受賞（新潟日報2021年５月31日付　新潟日報社提供）

マダラコウラナメクジ

キイロナメクジ

ノハラナメクジ
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活動紹介

　昨年は、コロナウイルス感染拡大による全国的な緊急事態宣言が出されたため、春の体験プログ
ラムを中止しましたが、今年は感染対策をしながら無事に開催することが出来ました。

１．春の里山に親しむ会（2021．４．24）
　地元越路地域在住の渡辺茂さん（植物同好じねんじょ会）を講師にお招きし、春の自然観察を楽
しみました。一昨年ご寄付いただいた「越路の森」で初めての開催となりました。

２．ツリークライミング体験（2021．５．９）
　木に設置したロープを使って安全に木に登る「ツリーク
ライミング」。樹上から普段と違う視点で森を見ることが
出来る体験です。登れた時の達成感はかなりのものです。
子どもも大人も木と友達になり、空中散歩を楽しみました。

日本海側に特有のユキツバキ ユキツバキの葉でぞうりを作りました

観察のためカタクリを掘らせていただきました。
球根までは約20㎝でした。

カタクリの球根。かつてはこれでカタクリ粉が作
られました。
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昆
虫
は
か
せ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
動

�

　
　
　
鈴
木
誠
治

　

新
潟
県
は
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
し
て

い
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
高
名
な
昆
虫
研
究

者
を
輩
出
し
て
き
た
伝
統
が
あ
る
こ
と
、

な
ど
新
潟
県
と
昆
虫
は
長
く
関
係
を
保
ち

続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
は
新

潟
県
の
昆
虫
の
研
究
者
や
専
門
家
は
減
り

続
け
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
暗
い
材
料
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
相
変
わ
ら
ず
虫
好
き
の
子
供
は

多
く
、
ま
た
近
年
は
子
供
に
自
然
体
験
を

さ
せ
た
い
と
思
う
親
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
小
さ
い
頃
は
皆
虫
が
好
き
な
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
好
奇
心
は
小
さ
い
頃
に
失

わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
昆
虫
少
年
・
少
女
に
ま

で
な
る
こ
と
は
少
な
い
で
す
。
新
潟
県
に

不
足
し
て
い
る
の
は
、
そ
う
い
う
子
供
の

好
奇
心
の
受
け
皿
で
あ
る
と
考
え
、
我
々

は
新
潟
の
昆
虫
少
年
少
女
を
育
み
、
未
来

の
昆
虫
博
士
を
育
て
よ
う
と
昆
虫
は
か
せ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立
し
ま
し
た
。

・
ム
シ
好
き
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

・
む
し
は
か
せ
（
昆
虫
少
年
少
女
）
を
育

て
る

・
昆
虫
研
究
者
同
士
の
情
報
交
換
の
場
を

育
て
る

の
三
本
の
柱
を
目
的
に
、
観
察
会
、
講
演

会
、
各
種
普
及
活
動
、
研
究
発
表
会
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
は

虫
好
き
を
増
や
す
べ
し
と
２
０
１
９
年
か

ら
新
潟
市
と
長
岡
市
で
昆
虫
観
察
会
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
す
そ
野
を
広
げ
る
目
的

と
、
昆
虫
少
年
少
女
に
育
つ
た
め
に
は
親

の
理
解
が
必
要
と
の
考
え
か
ら
、
全
く
の

初
心
者
で
も
参
加
で
き
る
親
子
参
加
型
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
ま
し
た
。
専
門
家
が
網
の

持
ち
方
な
ど
全
く
の
初
心
者
向
け
か
ら
教

え
る
、
普
段
気
づ
か
な
い
よ
う
な
小
さ
な

虫
ま
で
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
い
る
か
探
し

て
み
る
、
昆
虫
採
集
を
持
続
的
に
行
う
た

め
の
マ
ナ
ー
教
育
も
行
う
、
と
入
門
者
向

け
で
あ
り
な
が
ら
中
身
の
濃
い
、
で
も
楽

し
さ
重
視
の
観
察
会
で
す
。
こ
れ
を
お
よ

そ
月
一
回
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
の
虫

を
、
そ
の
虫
た
ち
に
あ
っ
た
採
集
法
で
捕

っ
て
み
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
観
察
会
を
さ
ら
に
拡
充
し
、
次

の
段
階
の
講
習
会
も
行
い
た
い
と
「
第
19

回
こ
し
じ
水
と
緑
の
会
・
朝
日
酒
造
自
然

保
護
助
成
基
金
」
に
応
募
、
採
択
さ
れ
ま

す
が
、
そ
の
直
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
と
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
。
予
定
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
リ
ア
ル
イ
ベ
ン

ト
が
で
き
な
い
な
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
だ
！
と
い
う
こ
と
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
に
は
さ
っ
そ
く
緊
急
事
態
宣
言
中

に
家
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
子
ど
も
た
ち

向
け
に
、
県
内
の
生
き
物
関
係
者
を
あ
つ

め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
発
表
会″
ち
ょ
い
生
き

物
発
表
会
〟
を
行
っ
た
り
、
観
察
会
を

YouTube

で
ラ
イ
ブ
配
信
す
る
な
ど
新

し
い
挑
戦
を
し
ま
し
た
。
６
月
か
ら
は
感

染
対
策
を
行
い
な
が
ら
観
察
会
も
再
開
で

き
、
２
０
２
０
年
は
長
岡
市
の
観
察
会
だ

け
で
も
延
べ
88
名
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
２
０
２
１
年
は
さ
ら
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
、
虫
好
き
を
む
し
は
か
せ
に
す
べ

く
、
中
級
編
と
銘
打
っ
た
や
や
専
門
性
を

高
め
た
観
察
会
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
他
の
団
体
か
ら
の
観
察
会

や
勉
強
会
な
ど
の
講
師
な
ど
も
行
う
な
ど

様
々
な
こ
と
を
し
て
、
新
潟
に
昆
虫
少
年

少
女
を
増
や
す
べ
く
活
動
中
で
す
。
本
会

の
目
標
に
興
味
の
あ
る
方
、
一
緒
に
や
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

http://konchuhakasenet.com
/

助成先紹介
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助成先紹介
地
域
の
生
物
情
報
の
充
実
を
目
指

し
て

国
際
自
然
ア
ウ
ト
ド
ア
専
門
学
校

自
然
ガ
イ
ド
・
環
境
保
全
学
科

主
任
　
斎
藤
達
也

　

南
北
に
長
く
地
形
の
変
化
に
富
む
日
本

列
島
で
は
動
植
物
の
種
組
成
、
個
体
数
あ

る
い
は
種
生
態
等
が
地
域
ご
と
に
異
な
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
動
植
物
に
関
す
る
情

報
（
以
後
、
生
物
情
報
と
表
記
）
は
地
域

の
自
然
へ
の
理
解
を
促
し
、
そ
の
保
全
や

利
用
、
教
育
を
考
え
る
礎
と
な
り
ま
す
。

本
稿
で
は
私
が
携
わ
っ
た
十
日
町
市
と
妙

高
市
に
お
け
る
生
物
情
報
の
収
集
調
査
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

市
民
協
働
調
査
に
よ
る
生
物
情
報
の
収
集

　

十
日
町
市
松
之
山
に
あ
る
十
日
町
市
立

里
山
科
学
館 

越
後
松
之
山
「
森
の
学
校
」

キ
ョ
ロ
ロ
で
は
、
市
民
と
コ
ラ
ボ
し
て
調

査
を
実
施
す
る
「
市
民
協
働
調
査
」
に
よ

り
地
域
の
生
物
情
報
を
広
く
収
集
し
て
い

ま
す
。
私
は
研
究
員
と
し
て
キ
ョ
ロ
ロ
に

２
０
１
６
～
２
０
１
８
年
の
期
間
在
籍
し
、

５
件
の
市
民
協
働
調
査
に
微
力
な
が
ら
携

わ
り
ま
し
た
。
特
に
印
象
深
い
の
は
２
０

０
７
年
か
ら
２
０
２
１
年
現
在
ま
で
続
く

「
花
ご
よ
み
調
査
」
で
す
。
本
調
査
は
松

之
山
自
然
友
の
会
と
の
共
催
で
あ
り
、
キ

ョ
ロ
ロ
周
辺
、
松
之
山
温
泉
散
策
路
、
大

松
山
、
大
厳
寺
高
原
な
ど
様
々
な
場
所
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
中
、
参
加
者

の
方
々
は
ど
ん
ど
ん
多
様
な
花
を
発
見
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
５

０
０
種
以
上
の
被
子
植
物
の
開
花
情
報
が

花
ご
よ
み
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
松
之
山
で
得
ら
れ
た
植
物
相
・
開

花
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
情
報
と
し
て
は
最
大
級

の
も
の
で
、
松
之
山
の
生
物
情
報
の
充
実

に
大
い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
協
働
調
査
は
生
物
文
化
情
報
の
蓄

積
に
も
力
を
発
揮
し
ま
す
。
２
０
１
５
～

２
０
１
７
年
に
小
荒
戸
集
落
と
共
催
さ
れ

た
「
小
荒
戸
自
然
観
察
会
」
で
は
集
落
で

育
ま
れ
た
多
様
な
植
物
民
俗
や
年
中
行
事

が
記
録
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
７
～
２
０

１
９
年
、
私
が
企
画
・
運
営
を
担
当
し
た

「
草
木
染
で
里
山
の
色
探
し
」
で
は
１
０

５
種
の
植
物
、
部
位
な
ど
の
違
い
を
含
め

る
と
１
３
３
パ
タ
ー
ン
の
染
色
情
報
を
取

得
で
き
ま
し
た
。
な
お
、
両
調
査
は
第
15

回
お
よ
び
第
18
回
こ
し
じ
水
と
緑
の
会
・

朝
日
酒
造
自
然
保
護
助
成
基
金
の
助
成
を

頂
い
て
い
ま
す
。

専
門
学
校
の
授
業
内
で
の
情
報
収
集

　

２
０
１
９
年
よ
り
私
は
妙
高
市
に
あ
る

国
際
自
然
環
境
ア
ウ
ト
ド
ア
専
門
学
校
に

教
員
と
し
て
在
籍
し
て
い
ま
す
。
本
校
は

日
本
唯
一
の
ア
ウ
ト
ド
ア
総
合
校
で
あ
り
、

そ
の
教
育
方
針
は
人
と
自
然
が
共
に
あ
る

豊
か
な
未
来
を
つ
く
る
プ
ロ
を
育
成
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
私
が
主
任
を
務
め
る

自
然
ガ
イ
ド
・
環
境
保
全
学
科
で
は
、
自

然
解
説
・
ガ
イ
ド
実
践
な
ど
の
実
習
に
加

え
自
然
環
境
調
査
を
幅
広
く
行
い
、
地
域

の
生
物
情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
授
業
「
野
生
生
物
調
査
」
で
は
妙
高

市
の
里
山
環
境
で
の
植
生
調
査
、
ブ
ナ
等

の
樹
木
の
開
花
・
結
実
調
査
、
鳥
類
分
布

調
査
、
水
生
生
物
調
査
（
写
真
１
）
等
、

多
様
な
調
査
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
こ
の

他
の
授
業
で
も
火
打
山
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の

生
息
環
境
調
査
や
妙
高
市
の
獣
害
対
策
の

視
察
、
生
物
標
本
の
作
成
を
行
い
、
３
年

次
に
は
卒
業
研
究
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
は
様
々
で
、
こ

れ
ま
で
妙
高
市
の
た
め
池
群
で
の
水
生
生

物
の
分
布
パ
タ
ー
ン
、
笹
ヶ
峰
高
原
の
外

来
植
物
相
（
写
真
２
）、
タ
ヌ
キ
の
食
性

等
が
調
べ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
多

様
な
生
物
研
究
が
実
践
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
で
き
る
だ
け
学
術
論
文

等
に
し
て
、
少
し
で
も
地
域
の
生
物
情
報

の
充
実
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
私
も
努
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

写真１．授業「野生生物調査」での水生生物調査
の様子

写真２.　卒業研究で調べる笹ヶ峰高原の外来植
物相



公益財団法人　こしじ水と緑の会
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〒949-5412　新潟県長岡市朝日595番地５　電話・FAX　0258-92-5238
HP https://www.koshiji-nf.org　　E-mail info@koshiji.org

本誌は再生紙を使用しています

　会 員 動 向　（2021年５月31日現在）
会員470（個人407、法人63）
引き続き、ご支援のほど宜しくお願い致します。

編集後記
　コロナウイルスの影響で、２年連続で長岡花
火が中止になりました。開催日までのワクワク
感、そして長岡花火が終わった後の夏が終わっ
てしまったような寂しい気持ちが懐かしい…。
毎年恒例のそんな気持ちも、残念ながら今年は
お預け。来年こそは夜空に大輪の花が咲きます
ように。（拓）

☆みんなで楽しく自然体験！　ご家族向け野外活動プログラム
　「昆虫観察会」　８月28日（土）9：00～12：00
　　　バッタなどの草地に棲む昆虫を採取して観察します。
　　講　　師：鈴木誠治　氏（昆虫はかせネットワーク）
　　会　　場：巴ヶ丘自然公園（長岡市来迎寺甲816）
　　募　　集：お子様とそのご家族20名
　　参 加 費：￥300（当会会員￥200）
　　申込締切：８月25日（水）

☆自然の知識をさらに深めたい方に　大人向け座学プログラム　里山自然教室
　　会　　場：こしじ水と緑の会・緑の家（長岡市朝日595-5）
　　募　　集：自然に興味のある方15名（中学生以上）／参 加 費：￥300（当会会員￥200）
①「秋の草花」　９月４日（土）10：30～12：00
　　講　　師：櫻井幸枝　氏（長岡市立科学博物館学芸員）
　　申込締切：９月１日（水）

②「里山・里川の生きもの」　９月４日（土）13：00～14：30
　　講　　師：井上信夫　氏（生物多様性保全ネットワーク新潟）
　　申込締切：９月１日（水）

　お申込
　電話・ＦＡＸ、メールなどで、事務局まで参加される方のお名前、連絡先をお知らせください。
後日、事前のご案内をお送りいたします。

（電話・FAX：0258-92-5238　メール：info@koshiji.org）

※コロナウイルス感染予防のため、マスクの着用、手指の消毒などのご協力をお願いします。ま
た、体調のすぐれない方、37.5℃以上の発熱のある方は参加をご遠慮ください。

※コロナウイルス感染拡大の状況により中止になる場合もございますので、あらかじめご了承く
ださい。

８・９月のプログラムのご案内


